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１．はじめに

（１）本研究の背景と問題意識
歴史を振り返ってみると、商業・工業の中心地であった大

阪は、進取の精神と創造性に富んだ地域づくりが進められた

結果、各地に人々が集まる活気に満ちた文化経済都市を形成

した。近年、大阪市都心部では、歴史の記憶を留める「場所

の力」1）が再評価され、そこに、創造的な活動拠点や新しい

商業集積が生まれるという注目すべき動きが見られる。都市

再生の一つは、キーパーソンとなるアクターらによって、都

市や地域の歴史に根ざした固有の価値から新たな価値が創造

され、その行為が都市の中で多発し波及していくことではな

いか、このような発想から本研究は出発している。

フロリダ（R. Florida）は、現代経済の新しい担い手とし

て、新しいアイデアや技術、コンテンツを創造する専門的職

業従事者、「創造階級（Creative Class）」の登場と勃興に注

目し、地域再生の鍵は、いかにして創造的な人材をその地域

が誘引できるかに懸かっていると主張する2）（R. Florida，

２００２）。こうした議論には、高度情報化に伴う地理的制約の

緩和を背景に、創造的な人材は、仕事が存在することを優先

に活動拠点を定めるのではなく、自身が創造的に活動できる

環境にプライオリティをおくという考え方がある。彼等が集

積する都市・地域では、出会い、語らう様々なカフェやバー、

レストランがあり、寛容で刺激的な雰囲気の中で、ナイトラ

イフや週末が楽しめ、総合的に質の高い生活が実現できる。

都市再生においては、地域に多様で開かれた産業と文化の

「創造の場」が形成されることは必要条件である（佐々木，

２００１）。「創造の場」とは、個人の創造性が発揮できるよう

な雰囲気を有した「場」であり、人々が対話を通して集団・

組織の創造性へと発展し、経済的、文化的価値3）が創出され

るような「場」を指す。ランドリー（C. Landry）は、都市

問題を解決していくためには、都市の中に「創造の場」をい

かにして作り上げ、それをどのように運営していくかが重要

だと述べる（C. Landry，２０００）。

１９９０年代以降、東アジアの競争圧力の高まりの中で、あ

らゆる産業において、高付加価値の製品やサービスが求めら

れるようになり、個人や組織の創造性が注目されてきた。そ

して、豊かな暮らしを提案し、新たな価値を創出していくデ

ザインにおいて、創造性は核となる。

本稿で言及するデザインとは、「豊かな暮らしを実現する

ために、モノやコトの全体を統合して計画、設計すること」

と捉えている。多面的な視点から都市再生を検討する上で、

デザインは重要な概念の１つであろう。

（２）「こだわり」について
注目されるデザインであるが、デザインにかかわる人々は、

彼らが活動する環境に対して、強いこだわりをもつ傾向があ

る。彼らを惹き付けるのは、例えば、都心の中で、木々の緑

や鳥などの自然が感じられることであったり、川の流れを真

近に眺められる所であったり、自由に改修できる老朽化した

ビルであったり、歴史・文化的な雰囲気の漂う建物などであ

る。デザイナーの越田英喜氏は、常に生活や時代性を感じる

ところに身を置くことによって、市場に敏感であるようにし

てきたと語る。当時隆盛を誇り活気に満ちていた繊維問屋の

集積地・大阪市中央区本町に事務所を構え、その後、コンピ

ューターなどで賑わいを見せ始めていた日本橋に移転し、現

在も、昭和初期に建てられた歴史的な雰囲気の漂うレトロビ

ル内に事務所を置く。

彼らが求める都市・地域は、人々の暮らしや歴史が肌で感

じられたり、時には自然と対話する中で創造性が刺激される

ような雰囲気の場が存在することであり、各々のこだわりは

多様である。界隈には、彼らの立地と前後して、交流の場と

もなるカフェやバー、セレクトショップなどの新しい商業集

積が生まれ、そこから新たな経済活動はもとより、イベント

やプロジェクトを通した地域活動やＮＰＯなどが生まれるこ

ともある。

本稿においては、製造業やＩＴ産業などの立地要因とは異

なるこだわりが見られるデザイン業・デザイン活動拠点の立
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地に着目し、アンケート調査と聞き取り調査の結果から、こ

だわりの部分を分析することによって、大阪の地域資源を活

かした「創造の場」の形成と都市再生について考察するもの

である。

本稿の構成は、第２節で、大阪のデザイン業の特徴を整理

し、１９９０年代前半から新たな要因での立地が現れ始めた点

を指摘する。そして、第３節では、こだわりによる立地につ

いて、１つは、近代建築オフィスビルのテナントを対象とし

たアンケート調査の結果から分析し、もう１つは、「水都」

という大阪の地域資源を活かした立地の事例を挙げてこだわ

りについて検討する。第４節では、デザイン活動拠点と新し

い商業立地の共通点を挙げ、事例を分析することにより、両

者の相互作用による「創造の場」の形成を指摘する。そして、

第５節では、大阪の地域資源が、「創造の場」の形成を促す

ことをあらためて指摘し結語としたい。

２．大阪のデザイン業

（１）大阪市都心部への集中
大阪府のデザイン事業所は、大阪市都心部への集中した立

地が見られる。主要都道府県における特別市へのデザイン事

業所の集中度を比較すると、東京特別区部に次いで、大阪市

への集中度が際立つ。（表２－１参照）大阪市以外へのデザ

イン事業所の立地状況を見ると、吹田市（１.８％）、東大阪市

（１.８％）、堺市（１.４％）、豊中市（１.１％）と続くが、いずれ

も集中度は極めて低い4）。また、大阪市の中でも、約７割の

デザイン事業所が中央区、北区、西区の都心３区へ集中して

いる。（表２－２参照）

（２）立地の変遷

グラフィックデザイン事業所が集積する北区では（表２－

３参照）、扇町、南森町、西天満地域（図２－１①）を中心

に、１９７０年代からデザイン、映像、広告・企画などクリエ

イターと呼ばれる職種の集積が見られてきた。背景として、

顧客であるテレビ局、出版社、新聞社、広告代理店、印刷会

社が集積し、大阪キタの中心地、梅田（図２－１②）に近く、

交通の便がよい上に、比較的賃料が安価であったことが大き

な要因である。デザイン事業所の規模は、４人以下の事業所

が７割以上を占め5）、個人事業所も多いことから、ＳＯＨＯ

として活用できる集合住宅が多く立地していたことも集積の

要因である。およそ１９９０年代前半ぐらいまで、利便性重視

の立地傾向であった。

表２－１．主要都道府県における特別市へのデザイン事業所
の集中度

（単位：％）

集 中 度特 別 市

東京特別区部

横 浜

川 崎

名 古 屋

大 阪

福 岡

北 九 州

95.6

52.9

11.6

74.9

91.2

70.9

15.9

資料：総務省『事業所・企業統計調査』平成１６年より作成

資料：Yahoo！電話帳に掲載事業所の内、「デザイン（グラ

フィック、インダストリアル、フラワー、パッケー

ジ、テキスタイル、ファッション、イラスト、その

他デザイン）」への登録事業所数を参考に作成。

表２－２．大阪市各区のデザイン事業所の集中度

図２－１．大阪市都心部のデザイン事業所集積地域

（単位：箇所、％）

事務所数

中 央 区

北 区

西 区

天王寺区

淀 川 区

福 島 区

大 阪 市

480

348

223

90

78

48

1,510

31.8

23.0

14.8

6.0

5.2

3.2

100

集中度



－33－

現在も、グラフィックデザイン事業所を中心に、顧客に近

接した集積は見られるものの（表２－４参照）、インターネ

ットの普及などとともに、地理的制約が緩和され、南船場

（図２－１③））や堀江（図２－１④））などに、新しい商業集

積と前後して、新たな要因によるデザイン事業所の集積が生

まれてきた。彼らは、公園周辺などの環境を好み、交通の利

便性や広さ、賃料などの基本的な条件が合えば、従来の同業

者の集積地にはこだわらず、例えば、沈滞化した地域や古い

ビルなどの潜在的な魅力を発見し、立地する事例も現れてき

た。

３．「こだわり」を重視した立地事例

従来、デザイン事業所は、顧客の近辺や大阪のキタ・ミナ

ミの中心地である梅田・難波へのアクセスがよいこと、賃料

が安価で、ネットワーク型の仕事をするための同業者集積が

見られるところに立地するのが定石であった。近年、新しい

動きとして、こだわりを優先した立地が見られるようになっ

ている。こだわりの１つは、大阪の歴史性に根ざしたもので

あり、例えば水都大阪の川辺であったり、大大阪時代6）を髣

髴とさせるような近代建築7）であったり、地域固有の雰囲気

などである。２つ目は、自由度の高い古いビルなどの空間で

あり、彼らの感性によって改修が施され、多様なジャンルの

デザイナーやアーティストが協働する拠点となったり、建物

内に店舗やギャラリーなどの公共空間を併設し、建物全体を

使って、新しいライフスタイルを提案するなど情報発信の拠

点となっている。

資料：Yahoo！電話帳に掲載事業所の内、「デザイン（グラ

フィック、インダストリアル、ファッション）」へ

の登録事業所数を参考に作成。

資料：（社）大阪アドバタイジングエージェンシーズ協会

加盟社リストとYahoo！電話帳の「デザイン（グラフ

ィック）」への登録事業所数を参考に作成。

表２－３．大阪市内のジャンル別デザイン事業所数
（単位：箇所）

グラフィック インダストリアル ファッション

中央区

北　区

西　区

大阪市

北　区

中央区

その他

大淀（朝日放送他）

堂島（電通・東急エージェンシー

他）

中之島（朝日新聞他）

梅田（毎日新聞、毎日放送他）

西天満（読売新聞他）

南森町・扇町（関西テレビ他）

計

天満橋（日経新聞・テレビ大阪他）

OBP（読売テレビ他）

北船場

中船場

心斎橋

計

四ツ橋筋

広告
代理
店等

地　　　　域
グラフィッ
ク

デザイン

180

203

130

765

（23.5％）

（26.5％）

（17.0％）

（100％）

11

13

5

62

（17.7%）

（21.0%）

（8.1%）

（100%）

104

4

25

149

3

18

8

29

7

9

74

7

2

14

3

5

31

13

17

203

180

130

252

（69.8%）

（2.7%）

（16.8%）

（100%）

表２－４．大阪市内の広告代理店等とグラフィックデザイン
事業所数

（単位：箇所）

西　区

図２－２．大阪市都心部のデザイン事業所集積地域
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（１）歴史・文化的雰囲気への「こだわり」―近代建築
オフィスビルの事例　大阪市中央区・北船場地区（図
２－１参照）
商都大阪の中心地であった北船場地区8）は、昔は、職住一

体の商いの街であり、現在も当時を語る有形・無形の文化財

が数多く残っている。例えば、高麗橋２丁目の一角（図２－

２Ａ）は、明治時代に建てられた赤レンガ造りの建物がフラ

ンス料理のレストランとして活用され、両隣には、老舗料亭

と大正末期に建てられた教会がある。先ごろ、その隣接地に、

古いビルを改修して、デザイナーの喜多俊之氏の活動拠点が

生まれた。現在、この地域には、数棟のマンションが建設中

であり、職住一体または近接型の創造的界隈への回帰が期待

される。

本事例では、北船場地域に集積している近代建築の内、現

在もオフィスビルとして活用されている４棟のテナントを対

象にアンケート調査と聞き取り調査を実施し、デザイン業の

入居状況と、入居動機、また、入居後の評価について分析を

試みた。9）

（調査結果）
①業種（図２－３参照）
テナントの業種は、約５割がデザイン業に属し10）、その他

産業は、法律事務所や会計事務所などのいわゆる「士」業や

店舗の他、先代から長年に渡って入居している卸売業や商社

などであった。

②デザイン業の入居動機（図２－４参照）
入居動機について強い順に１～３番目まで選択してもらっ

た。選択肢を「こだわり」（建物の歴史性・雰囲気、共有部

分、内装、外観、天井高）、「関係性」（知人・友人の紹介、

同業の入居者あり）、「条件」（賃料、部屋の広さ、周辺の環

境、交通の便、管理体制、知名度）の３つの要因に分類し、

デザイン業を対象に分析した結果、１番目の入居動機として

「こだわり」の要因を選択したのは２４テナント（７７.４％）で

あり、８割近くが、近代建築の特徴が表れている文化的価値

の要因によって入居していることが明らかになった。一方、

１番目の入居動機に「条件」を選択した３テナントは、２番

目に、「こだわり」の要因を挙げていることから、近代建築

の歴史的雰囲気が地域にある他のオフィスビルとの差別化と

なって入居したことが推察される。また、「知人・友人の紹

介」や「同業の入居者」の存在が入居動機になっていたのは、

８テナント（２５.８％）で、デザイン業特有の活発な交流の様

子がうかがえる。

③入居後の評価
入居後によかったこととして、「仕事の質や効率が上がっ

た」と評価したのは、８テナント（２５.８％）であり、個人の

創造性が発揮できる場として評価されたとみなすことができ

るだろう。また、「建物内で新しい仕事の発生」や「入居者

との関係」を評価していたのは、１３テナント（４１.９％）であ

り、集団の創造性へと発展した「創造の場」の形成が推察さ

れる。

その他には、「都心の割に静かで居住性がよい。」、「歩く音、

雨の音、仕事をしている音などの動きが感じられる。」、「室

内の雰囲気に安らぎが感じられ落ち着いて思考できる。」な

（調査概要）
大正末期に建設された建物を、保存しつつオフィス

ビルとして活用している新井ビル（図２－２①）、青山

ビル（図２－２②）、伏見ビル（図２－２③）、船場ビル

ディング（図２－２④）のテナントを対象に、訪問留め

置きアンケート調査を実施した。訪問日は、２００４年１０

月７・１３・１４日の３日間で、配布数は９７、有効回答数

６４、有効回答率６６％であった。

（選択肢の分類）
●こだわり：「建物の歴史性・雰囲気」、「共有部分」、

「内装」、「外観」、「天井高」

●関係性：「知人・友人の紹介」、「同業の入居者あり」

●条件：「賃料」、「部屋の広さ」、「周辺の環境」、「交通

の便」、「管理体制」、「知名度」図２－３．テナントの業種

デザイン業デザイン業 
４８４８ 

その他産業その他産業 
５２５２ 

デザイン業 
４８ 

その他産業 
５２ 

（単位：％）

図２－４．デザイン業の入居動機

１番目 

２４ 

４ 

３ 

２番目 

３番目 

２０ 

２ 

９ 

９ 

５ 

１６ 

こだわり 
関係性 
条件 

（単位：テナント数）
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どが挙げられており、それぞれのこだわりが読み取れる。

④小括
アンケート調査の結果より明らかになったことは、１つに

は、デザイン業の入居が半数を占めていたこと、２つ目は、

彼らの８割近くが、建物の歴史的・文化的な価値を１番目の

入居動機として評価していたこと、３つ目は、建物内で新た

な仕事が発生したり、親密な関係性が生まれていたことであ

る。

調査対象の建物は、４階から５階建てのヒューマンスケー

ルであるため、共同の洗い場や階段などで、入居者同士顔を

合わせる機会も多く、自然と会話も生まれるような雰囲気が

漂う。建物内のギャラリーや店舗の中には、入居者のサロン

となっているような所も存在していた。佐々木は、産業と文

化の「創造の場」の要素として、コーディネーターの存在と、

人間的信頼関係を基礎にしたネットワークの結び目の機能を

挙げるが（佐々木，２００１）、歴史・文化的な雰囲気へのこだ

わりという共通の価値観が互いの信頼を生み、コミュニティ

を形成していると言えるのではないだろうか。質・量ともに

充実した大阪の近代建築は、デザイン関係者らを惹き付ける

重要な地域資源であると言えよう。

（２）水都大阪の川辺への「こだわり」―古いビルを改
修したデザイン活動拠点

①「レーベルビル」の事例（大阪市北区・西天満１）
（図２－２⑤）
江戸時代から昭和戦前まで大川沿いに、天満青物市場があ

ったため、西天満に隣接する菅原町は、全国の乾物集散地と

して栄えた土地柄である。現在も高層マンションやビルの谷

間に町屋や土蔵が残り、その１つは、カフェレストラン・イ

ベントスペースとして改装され交流の場となっている。この

ような歴史が感じられる地域の中で、堂島川沿いに、インテ

リアデザイナー、ファッションプランナー、グラフィックデ

ザイナー、メタルアーティスト、写真家、建築家など１９人

のクリエイターが参加する（２００６年１月現在）プロジェクト

の拠点がある。改修された古い小規模なビル内は、地下をギ

ャラリー、１階は、将来は店舗を予定している実験の場、２

～４階が何人かのメンバーのデザイン事務所があり、ビルの

窓からは、すぐ側に緑と川の流れが見える。ここに立地した

理由は、賃料や交通の利便性などの条件の他に、建物全体が

自由に使えることであり、あえて、既存のデザイン事業所の

集積地域には立地せず、人が集まる新たな拠点を作りたいと

いう思いがあった。プロジェクトごとに価値観を共有するク

リエイターたちが集結する基地としてこの場所を選択したの

は、意識するとはなしに、この地域の歴史、「場所の力」を

読み取ったように感じられる。

②「graf bld.」の事例（大阪市北区・中之島４）
（図２―２⑥）
南堀江（大阪市西区）にショールームをオープンした当時

の創立メンバーである建築家、大工、家具職人、プロダクト

デザイナー、シェフ、アーティストら６人とスタッフが有機

的に結びついたデザイン集団の活動拠点が、中之島の土佐堀

川沿いに立地している。彼らによって改修された築４０年を

超すビルと隣の建物は、工房、ショールーム、レストラン、

オフィス、ギャラリーとなり、彼らがデザインした商品をど

のように使ってほしいかユーザーに提案する場、情報発信の

場としても注目を集めている。ここは、彼らが共同作業をす

る中で情報を共有するたまり場であり、ここでは普通の会話

の中にもアイデアのヒントがあるという。

彼らにとっての立地条件は、来訪者に、ものづくりの過程

も出来上がったものも見てもらえて、くつろいでもらえる空

間であり、それが、緑の公園や川に面していれば最高であっ

た。実際に入居してみて、季節や日々の川の変化や魚や渡り

鳥などの様子を眺めるのが心地よく、いつも新しい発見があ

るという。周辺は、広々とした敷地に、大阪市科学館、国立

国際美術館、大大阪時代に建てられた当時の面影を残すダイ

ビルが立地し、歴史と科学が融合した文化的な雰囲気が漂う

地域である。

③小括
これらの事例で共通するこだわりは、川という大阪の地域

資源の評価であろう。そして、顧客から受注した仕事の他に、

自発的な表現活動を積極的に行うことで、彼らの活動拠点自

身が、新たな人の流れを作り出す装置となっていることが特

徴である。

大阪の川沿いには、今でもいくつかの近代建築をはじめ、

魅力的なモダニズム建築11）がある。昔は、川側が建物の正

面であり、川を通じて、交易などの経済活動はもとより、道

頓堀の芝居小屋通いなど、盛んに船で行き来する姿が見られ

た。創造的な活動拠点が川沿いに立地している姿は、大阪の

文化に根ざした都市再生の一つのあり方ではないだろうか。

４．デザイン活動拠点と新しい商業による「創造の場」
の形成について

デザインにかかわる人々にとって、交流の場・情報交換の

場は必要不可欠である。人々が対話を通して集団の創造性に

発展するような「創造の場」は、デザイン活動拠点自身であ

ったり、近代建築オフィスビルのように、建物内に生まれた

りする事例を見てきた。本節では、デザイン活動拠点の近辺

のカフェやバーなどが「創造の場」を形成している事例をも

とに、デザイン活動拠点と新しい商業の立地要因とそれらの

相互作用について考察してみたい。

（１）デザイン活動拠点と新しい商業の相互作用
新しい商業の立地は、駅前や神社・仏閣など人が集まると

ころに自然発生的に生まれた従来の商店街のような形をとら

ない。立地要因には、現時点で地価も安く、他に商業集積も

見られない地域であるが、将来的に、人が集まる場所になる
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ような潜在性を予見して立地するという経済的要因と、例え

ば空家になっていた町屋などに惹かれ、細部にまでこだわり

を反映させた改修を施して立地するというこだわりの要因が

ある。（大阪府立産業開発研究所，２００３）

このこだわりの部分が共鳴した時、デザイン活動拠点と新

しい商業は近接し、「創造の場」が形成される事例が見られ

る。デザイン活動拠点の関係者が、近接した新しい商業・カ

フェやバーなどに集い、彼らの広いネットワークがさらなる

人々を呼び込み、その結果、周辺にデザイン活動拠点や新し

い商業の立地を促すという相互作用によって、地域のにぎわ

いが生まれている。

そして、デザイナー自身がカフェを経営しながら、作品の

展示・販売やライフスタイルの提案など、情報発信を行って

いる事例も散見する。

①キーパーソンによる地域の発見とネットワークから生
まれた新しい商業集積の事例（大阪市中央区・南船場
４）（図２－２⑦）
南船場４丁目が注目されるようになったのは、オーガニッ

クビル12）」が竣工した１９９３年頃からのようである。それ以

前は材木問屋が数多く立地するエリアであり、その後、繊維

関連の商社等によるオフィス街となっていた。１９９４年、後

に地域のキーパーソンの一人となるアーティストが、古い小

規模なビルを赤い外壁の一際目立つビルに改修し、それが地

域のランドマークの一つとなった（図２－２⑦）。そこは、

氏の作品を展示・販売したり、イベントを開催する交流拠点

となり、その後、氏の幅広いネットワークを通じて、地域の

空室情報が次々に知人・友人に紹介され、結果的に界隈にカ

フェやバー、レストラン、セレクトショップ、デザイン関連

事業所が集積するようになった。そのネットワークは連鎖的

に広がり、デザイナーなどのクリエイターやアーティスト、

ショップ経営者、雑誌やラジオなどのメディア系の人に加え、

来訪者を巻き込み、地域にはいくつものたまり場、すなわち

「創造の場」が形成されている。

「創造の場」から生まれたイベントの１つに、カフェやギ

ャラリーの若手オーナーたちを中心に、街を学校、店舗を教

室に見立てた街ぐるみの南船場文化祭が開催された。現在は、

南船場の街をまるごとオークション会場にしてニューヨー

ク・ＳＯＨＯのような世界的なアートの街にしようと「南船

場Xgqプロジェクト」が進められている。このプロジェク

トは、アーティストの作品を周辺のショップの店頭に展示し、

客は気に入った作品を見つけたら、携帯メールを使った入札

方式で落札する仕組みであり、地域をアート作品の売買の場

として提供することによって、地域への来訪者を増やし、に

ぎわいを期待するものである。

ニューヨーク・ＳＯＨＯでは、アーティストたちが、高い

天井と広々とした空間をもつ縫製工場跡などを自由に改修し

て居住し、創作活動や発表を行う拠点としたことによって、

工場閉鎖などで沈滞化していた地域が人々の交流によって活

性化されていった。１９９０年代からの南船場４丁目の地域の

変遷を眺めると、ニューヨーク・ＳＯＨＯに共通する点が見

られる。

②デザイン関連事務所とカフェ・レストランの複合拠点
―「ダイビル」の事例（大阪市北区中之島４）
（図２－２⑧）
１９２５年に西日本最大のオフィスビルとして建築されたダ

イビル（図２－２⑧）は、２０１０年から解体作業がはじまる

ことが決定している建物であるにもかかわらず、建築的な価

値はもとより、建物内の歴史的・文化的な雰囲気に惚れ込ん

で、２００４年１２月、ある建築デザイン事務所が入居した。同

様にこの建物の雰囲気に惹かれて、建築、インテリア、グラ

フィックなどのデザイン事務所が続いて入居している。また、

創建時より、建物の１階部分には当時としては珍しかったフ

ランスの建物に多く見られるパッサージュ（商店街）が配置

され、場所の力に引き寄せられるかのように、現在、こだわ

りのレストランや喫茶店など、公共空間・交流の場が生まれ

ている。入居を促した仕掛け人は、質の高いダイビルのよう

な建築と創造的な仕事との相性がよいことを察知し、こだわ

りの立地をする店舗オーナーやデザイナーらに入居を提案し

ている。ビル内のレトロな喫茶店は、テナントである建築デ

ザイン事務所のスタッフが運営し、ここから大阪の歴史に根

ざした様々な情報が発信される拠点としても注目されてい

る。

③小括
「創造の場」には、コーディネーターの存在が見られるこ

とが多く、その人のまわりに「創造の場」は形成される

（佐々木，２００１）。これらの事例に共通することは、デザイ

ナーやプランナー、アーティストがコーディネーターとなり、

周辺にはネットワークを活用したこだわりの集積が生まれ、

「創造の場」が形成されていることである。そして、キーパ

ーソンである彼らは、同時に新しい商業の経営者ともなり、

自ら「創造の場」の運営にかかわっていることが特徴である。

彼らは、大阪の歴史や文化に根ざした固有の価値を見出し、

新しい価値を創造する重要なアクターであると言えるだろ

う。

５．おわりに

２００５年１１月、英国デザインセミナー（DesignＵＫ）が大

阪市内で開催され13）、その中で、グローバルに活動している

Sabotage Design Ltd. の社長Thomas Keenは、プレゼン

テーションの中で、氏のスタジオが立地する地域について誇

らしげに次のように語った。「スタジオは、ロンドンのテム

ズ川の南側にあり、最寄駅は地下鉄のClapham Common

駅で、ここには有名な公園があり、音楽のコンサートやスポ

ーツイベントが頻繁に行われ、近辺には、たくさんの若者が

住み、トレンディーなバーやレストランがある。」デザイン

活動の本拠地である都市や地域の魅力が、自身の創造性を示
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す一つの指標となる時代の到来が予見されるものである。

大阪は、デザイン活動において、才能豊かな人材を輩出

し14）、長い歴史の中で、固有のデザイン素材が豊富に蓄積さ

れている15）。近年、大阪市都心部では、近代建築をデザイナ

ーのようなクリエイターたちのオフィスとして活用する動き

が散見される16）。歴史・文化的価値を高く評価する傾向にあ

る代表例が、デザイン関係者であり、新しい商業の経営者で

あろう。デザイナーは地域に埋もれた資源を、彼らの価値観

に基づいて発見し、新たな価値を創造する可能性をもつ。大

阪の歴史に根ざした地域資源である川や緑、町屋や近代建築

などを活かすには彼らの創造性に期待するところが大きい。

府内には、廃校になった学校や古いビルなど、使われなくな

った空間が多数存在しているが、それらの空間の再生は、彼

らの創造性が最も刺激されることであろう。

今後、経済活動のグローバル化の進展に伴い、居住地選択

の自由は一層拡大することを考えると、経済、社会、文化の

総合的視点から、都市や地域の魅力が問われることは自明の

ことである。大阪に多様な「創造の場」を形成するためには、

大阪の地域資源を発見し、新たな価値を創造する多様なアク

ターの存在は欠かせない。

本稿では、「創造の場」の形成について、大阪の地域資源

にこだわりをもって立地したデザイン活動拠点や新しい商業

の事例をもとに考察したが、今後、空間的視点から定量的に

分析を行い考察を深めたいと考えている。

―――――――――――――――――――――――――――

〔注〕
1）ハイデン（D. Hayden）は、「場所の力」とは、市井の人々

の生活に密着した記憶に根ざしたものであり、より広範な

社会性を帯びた概念であるとする。（D. Hayden，１９９５）
2）フロリダは、新しいアイデアや技術、コンテンツを創造す

る科学、工学、建築、デザイン、教育、芸術、音楽、娯楽

などの分野に属する職種、すなわち創造性が核となる職種

の周辺には、ビジネス、ファイナンス、法律、医療などの

高度で複雑な問題を解決することが要求される創造的な専

門職が存在することを指摘し、両者は、アメリカにおいて

１９８０年代以降、急増していることに着目した。彼らに共

通するエートスは、創造性であり、個性の尊重であり、真

の価値の評価であるとする。
3）スロスビー（D. Throsby）は、文化的価値の概念につい

て、文化的価値の重要な構成要素として、美学的価値、精

神的価値、社会的価値、歴史的価値、象徴的価値、本物の

価値に分解することを試みた。（D. Throsby，２００１）
4）Yahoo !電話帳に掲載事業所の内、大阪府内の「デザイン

（グラフィック、インダストリアル、フラワー、パッケー

ジ、テキスタイル、ファッション、イラスト、その他デザ

イン）」への登録事業所数を参考に作成。
5）経済産業省『特定サービス産業実態調査』平成１５年
6）１９２５年（大正１４）、大阪市が市域拡張によって、東京を凌

ぎ、我が国初の２００万都市へと成長し、商業・工業の中心

地として活気のあった時代を指す。
7）明治期から昭和戦前期までに建てられた洋風の建築を指

す。大阪市都心部は、質・量ともに国内有数の近代建築の

集積地である。
8）北は土佐堀通り、南は、本町通り、東は東横堀川、西は旧

西横堀川に囲まれた地域を指す。
9）本アンケート調査の分析は、（上野，２００５）においても既

になされているが、中心となる業種において、「創造産業」

もしくは、「創造階級」を中心とした分析にとどまってい

る。本稿では、「創造産業」の内、「デザイン業」に着目し、

改めて分析を試みた。
10）『特定サービス産業実態調査』におけるデザイン業の業務

種類別の区分《インダストリアル、クラフト、ジュエリー、

パッケージ、グラフィック、サイン、ディスプレイ、イン

テリア、テキスタイル・ファッション、マルチメディア、

その他（造園、道路、建築、都市計画造成、本の編集、完

成予想図など）デザイン》による。
11）近年、近代の歴史遺産として再評価されつつある戦後から

１９６０年代までに建てられた建築物で、一般に機能主義や

合理主義を理念とし、装飾をそぎ落とした抽象的な形態を

用いて、鉄やガラス、コンクリートで造られた建築を指

す。
12））（株）小倉屋山本の自社ビルとして建てられ、赤茶色の外

壁に突き出した１３２個のポットに、全種類違う植物が植え

られ、一際目立つ地域のランドマークとなった。
13）日本での英国デザインのＰＲのために、２００２年から英国

政府を挙げて実施されている。参加する英国デザイン企業

は年々増加し、２００５年は３０社にも上った。（２００５年１１月

１４日、筆者参加。）
14））「横浜トリエンナーレ２００５」《２００１年に発足した現代美術

の祭典「横浜トリエンナーレ」の第２回展で、２００５年９

月２８日～１２月１８日まで、山下ふ頭の巨大倉庫をメイン会

場に、作品展示、多様なパフォーマンスや演劇、映画など

のプログラム、シンポジウムやギャラリートークなどの交

流イベントが開催された。》には、３０の国から８６人のアー

ティストが出展したが、出展する日本人アーティストの選

定には、海外で活躍する若い才能を重視したところ、結果

的に、関西出身や活動拠点が関西という美術家やグループ

がおよそ１１にのぼった。（朝日新聞，２００５）
15）例えば、大阪府内の登録文化財は全国最多の３４６件にも上

る。（２００５年１１月現在）
16）例えば、約８０年の歴史を刻む大阪・島之内の久野産業（株）

本社ビルは、長い歴史と伝統を積んできた昭和モダンな雰

囲気は残しつつ、内部をクリエイターのＳＯＨＯ的スペー

スに改修し、自社とクリエイターのレンタルオフィスとカ

フェの複合ビル「ＫＲＯＳＳＫＵＮＯ１９１９」として活用さ

れている。
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